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ヒベルytこよれば，都市のマヨルドモ職の保有春はほとんどの場合，平民騎士層に属していたと言う。R．
Gibext，　El　concejo　de　Mαdrid＿，P。242。
『半雍決第12』，　‘‘，．。eel　que　asy　fuere　escogi（lo　para　el　dicho　ofigio　de　buenos員adores　llan◎s　e　abonados，　que　el
dara　buena　quanta　leal　e　veydadera　a　los　dichos　ofigia｝es　de　todo　el　mayordomia，　e　que　a　este　tal　mayordomo
recudan　todos　Ios　mrs．　de　la　dicha　mayordomia　e　aquel圭as　pefsonas　e　en　aquellos　lugares　e　casas　que　los
diches　ofigiales　mandareR　por　sus　libramientos，　Iibrados　del　escribano　mayor　o　de　su　lugarteniente，＿／’
窪判決第12』，“．．．　e　mando　que　es£e　mayordomo　aya　de　la　dicha　giudad　el　salar圭o　que　syenpre　dio　e　fue　dado　a
董os　otros　mayordomos　que　fasta　aqui　an　s三（圭o　de圭a　dicha　giuda（圭．”
1426年には，決済を行うごとに玉3マラベディーを手数料として取っていたマnルドモが処罰されている。
A．M．　B．，Lde　A。　de　1426，　Fほ．　cit　por　J。　A．　Bonach≦a，　El　conc¢ノo舵β即go3．．．，p．105．
3．Garcia　Sainz　de　Barranda，　La　ciudad　de　Burgos．　．　．，p．137，およびA．　M．　B．，Lde　A．　de　1426，　F4；A．
M．B．，L．　de　A．　de　1427，　F．78．　cit　por　3．　A。　Bonachia，　El　concej’o鹿β曜go3＿，p．106。
このコンタドールは，アユンタミエントの梅成員，通常はレヒドールの中から選出された。C．　Fstepa
Diez　y　otros，　Burgos　en　la　Edad　Media，　Valladolid，1984，　p。401．およびA。M．B．，Lde　A．　de　1411，F。9；
A．M．B．，L．　de　A，　de　l　427，　F．71．　cit　por　」．　A．　Bonachia，　Ei　concej’o　de　Burgos．　．　．，p．106．
A．M．8．，Lde　A．　de　l427，　F．82．　clt　por　ibfd。，p。106．
Ibt’d．，P．107．
窪半匪決第7』，　‘‘．＿que　aya　de　a璽ui　adelante　en　la（蓬icha　giudad　dos　procuradores（韮e　la　d三cha　giuda（1，．．一　｝1
『判決第玉3』，“＿los　susodichos　dos　procuradores　que　han　de　ser　de　la　dlcha　glbdad，　maRdo　que　ios　nonbren
三〇S　veginOS　de　la　gibdad．。．”
『判決第15』，本稿第2章，城代職の注10）を参照。
『判決第7』“．．．a　los　quales　procuradores　e　a　cada　uRo　de　ellos　sea　dado　e　otorgado　en　cada　un　aRno　un
I）o（至er　que　se　acostunbr◎de　dar　e　otorgar　a玉os　otros　procuradores　de至a（簸cha　giu（至ad（lue　hagora　son　o　sue隻en
ser。，t
『享目決第7』　‘‘．＿Ie　sea　dado茎）oder　conplido　para　que，　sy　estos　tales　procuradores　o（lualquier（圭e　el｝os　eRten－
dieren　que　cunp玉e　a　seru圭gio　del　rey　e　al　bien　e　prouecho　de　Ia　d圭cha　giudad（茎ue　a茎gunas　cosas　de　e至las（｝ue　se
or（ienaren　no　se　deben　asi　h◎rdeRar，　e　que　sy　entendieren（塗ue　los（至ichos　o行9圭a歪es　deben　hordenar　algunas
cosas　e　fazerδe　n“eboρaraぎeρaraτ田gunos　eδi丘φos　o　que　debe登fazer　e　cast圭gar　algunos　fechos　o　remed童arse
en　las　otras　qua至quier　cosas　que　entendieren　que　cunple　a　la（至icha　gib（圭ad　e　al　bien　probecho，　que　requieran　e
茎）ue（至an　requer三r　sobre　ello　a至os　dichos　o践gales　e　tomar　testimonio　de　ello　por　ante　el　escriban◎mayor　o　el
lugartenieRte　o　aRte　otro　escribano　qualquier　de至a　dicha　gibdad．　’
『判決第13』，“Estos　dichos　dos　procuradores　ayEm　sus　salarios　acostunbrados．”因に，1379年の大プロク
ラドールの籐給は300マラベディー，1398年には500マラベディー，1411年から1429年の間は玉000マラベ
ディーであった。A．　M．B．，L，　de　A．　de王379，　F，51；A，M．B．，L．　de　A．　de　1398，　F．41；A．　M．B．，L．　de　A．
de　1411，　F．23；A．M．B．，L．　deA．　de　1426，　F。玉8；A．　M．B．，LdeA．　de　1427，　F。85；A．M．B．，Lde　A．　de
1429，F．35，　cit．　por　J．　A，　Bonach≦a，　El　concejo　de　Burgos．＿，p．109。
『辛響決第6』　“Fallo　que　los　d圭chos◎figiales　puedan　e　deven　escojer　segund　la　hordenanga　que　fue　dada　a　la
dicha　gi臆dad　por　donde　se　reg呈ese　la　dicha　giudad　e王os　dichos　maandader◎s　los　que　enten（iiereR　que　cunplen　al
serui！cio（！el　rey　e　aひrobecho　de韮a　dicha　giudad　quales　mas　les　plugu呈ese　e　entend圭eren　que　cunplen　e　fueren
pertenesgientes，　asy　de　entre　sy　como　de　los（至ichos　omes　buenos　veginos（ie　la　d圭cha　giu（至ad・”
因に，｝411年蒋点の俸給は，1鶏当たり25マラベディーで，2か月間支払われた。A．M3．，乙。ごeA．　de
圭41圭，F。46，　c圭t．　por　J．　A，　Bonachia，　El　conc¢ノo　de　Biirgos…　，P・王10・
ブルゴス，トレド，レオン，グラナダ，セビーリャ，コルドバ，ムルシア，ハ・ン，サモラ，バリャY“ジー
ド，サラマンカ，アビラ，セゴビア，マドリード，グアダラハラ，クエンカ，1・ロの諸都毒が派遮できる
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　　プロクラドールの人数は2名であった。」。Garcia　Safnz　de　Ba罫∫雛da，　La　ciudad　de　Burgos＿，II，　p．146．
46）1379年には8名，1388年には2名，1392年には4名，1411年には4名のプロクラドールがブルゴス市から
　　コルテスに派遣されている。」．A。　Bonachia，　El　concejO　de　Burgos＿，p．110．およびL．　Garcia　de
　　Valdeavellano，　Curso　de　Historia　de　las　Instituciones　espafiolas．　i）e　los　orなθπ83　aiプinal　de　la　Edad　Media，
　　Madrid，1973，　p。474．を参照。
47）」．A．　Bonach三a，　El　concejo　de　Burgos．．．，ひ11Lコルテス派遣プPクラヂールに要する費用の増加に関
　　しては，めガ．，pp．111－112を参照。
48）　Zわ比ノ．，p。110，
49）」．Garcia　Sa魚z　de　Barranda，　La　ciudad　de　Burgos．．．sll，　pp．146－147，
50＞コレF’一ルの詳細に蘭しては，ibid．，II，　pp．343－348を参照。
51）A．M．B．，L．　de　A。　de　1379，　F．98；A．M．B．，L．　de　A．　de　1398，　F．91，　clt．　por　J，　A．　Bonachia，　Et　eoncejo
　　de　Burgos．　．．，P．98．
52）A．M．B。，L．　de　A．　de　1379，　F．98；A．　M。　B．，Lde　A．　de　1411，　F．18，　cit　por　ibid。，p．98．
53）A．M．B．，L．　de　A．　de　1411，　fs．23　y　26；A．M8．，L．　de　A．　de　1426，　F．8，　cit．　por治躍，，p．114．
54）A．M．B．，Sec．　Hca．，R．2978，　c圭t．　por　ibl’d．，p，117．
55）A．M．B．，S¢c．　Hca。，n，678，　cit．　p◎rξわ毎．，p．118．
56）A．M．B。，L．　de　A．　de　1388，　F．9；A．　M．B．，L．　de　A．　de　l　398，　F．19，　cit．　p◎rめ毎．，p．119．
57）J．Garcia　Sainz　de　BarraRda，　La　ciudad　de　Burgos．．．，Il，　p．148．
58）A，M，B，，L．δe　A．　de　｝427，　Fs．97　y　116；A．M，B，，L．　de　A。　de　1429，　F．29；A．　M．　B．，L，ごe　A．　de　143G，　F．
　　玉25，cit．　por　J．　A．　Bonachia，　El　concejo　de　Burgos．．．，p．1玉9．
59）本稿第2章，マヨルドモの項，注34）参照。ガルシア・サインス・デ・バランダは，教区の一般市民にコ
　　ソタy“一ルの任命権があったと言う。3。Garcia　SaiRz　de　Barranda，　La　ciudad　de　Burgos．．．，II，　p．　139．
60）A，M．　B．，Lde　A．　de　1429，　F．22，　cit．　por　3．　A，　BoRachfa，　El　cencejo　de　Burgos＿，p．120．
61）A．M．B．，L．　de　A．　de　1398，　F．25，　cit．　por　ibXd．，p．120．彼らはxスクリパーノ・v慕一ルもしくはその
　　代理を勤める2名の公証人と共に行動した。
62）　M．Gonz｛aez　Jim6nez，　Ei　coηc寳ノo　de　Carmena　a　fシn　eS　de　la　Edad　Media（1464－1523），　Sev蓑1εし，1973，　P．171．
4．　まとめにかえて　　ぼ仲裁判決』の限界一
　カスト函白の『仲裁判決』には，筋章で取り上げた都市下級宮職の任期や俸給任命方法などに
関する判決の他に，教区の一般市民の諸要求に頬する解答や上級官職者の不正行為や職権濫用等に
関する判決も見られたことは既に述べた。それらによって如実に反映される上級官職者の帯敷にお
ける実態の具体例としては次のようなものが挙げられる。
　この1つは，上級窟職者が，アルフォンソ11世の『改革勅令』の定足数に関する規定を無視して
アユンタミエントを開催していたことである。カスF露伯はこの事実に鰐し『判決第8』で『改革
勅令』の規定を遵守するよう命じている1）。また，上級官職者による公費の濫用や帯有賜産の譲渡
も告発された。繭嚢に関しては，事実関係の確認ができずに判決が保留されたものの2），後者に関
しては，譲渡された霧有財産ならびにその受領者の調査と譲渡された市膚財産の顯時園収が命じら
れた3）。さらに，アルカルデの職務怠慢に関する告発も多く見られた。畔鉄第19Sによると，ア
ルカルデはブルゴス帯内にいるにもかかわらず公覇，とくに民事訴訟を代理人に妊せていた4｝。そ
26◎
論集第1号（主989年）
して，一般公証人がアルカルデの代理人になる場含が多く，このために公証人の通常の機能に支障
が生じたほどであった5）。また，アルカルデは『改革勅令』で規定された監獄での公判をしぼしぼ
怠っていた6）。
　さらに，上記ほど薩接的ではないが，上級宮職者の不正や横暴の存在を匂わせる命令や表現も幾
つか見られる。例えぽ，城代，4教区フィエル，マヨルドモ等の任命に際して，教区の要請に応じ
る形でのアユンタミエントの開催を義務付けた『判決第14』7）や上級窟職者の《要請や説得》に左
右されない教区による公平な官職候補者の選蹴を命じた『判決第16』8）は，一般官職の選出・任命
に際する上級官職者による何らかの圧力行為もしくは職権濫用の存在を十分に想定させるものであ
る。また，上級官職者によるマヨルドモの兼職を禁じた『判決eg　5護の文雷には，上級官職者がマ
ruルドモ職に就いた場合に起こりうる不正の可能性が述べられている9）。また，『判決第9』に見
られる，教区のオンブレス・ブscノス自身によるフラド職就任の要求からも，一般市民の利害が政
治に反映されることを求める強い意思とその背後にある上級官職者の市政における横暴や職権濫用
の状況が窺える10）。
　カストロ伯が上級嘗職老による不正行為や職権濫用の存在を認識し，それらに歯慮めをかけよう
と試みたことは事実である。しかしながら，その～方で，上級奮職者ひいては少数支配者層のブル
ゴス市政府における機能やその重要性を認識していたことも確かであった。伯は『判決eg　3』にお
いて，ブルゴス市のアルカルデとレヒドールによる属村アルカルデの兼職の合法性を確認し11），『判
決第4』では，教区のオンブレス・ブエノスの反対意見に対して，レヒドールによるブルゴス市の
印章の保管をその職務の性格上妥妾と判断しているのである12＞。
　以上のように，第2章からここまで『仲裁判決』の内容を分析してみると，緬々の判決内容は，
教区の一般市民の権利の擁護を全面に打ち出すものでは決してなかった。『仲裁判決2の本質は，
アユンタミtンbの有する憲要な決定権の少数支配嚢層による独占に劇限を加えることなく，彼ら
の横暴や職権濫用を可能なかぎり防比することにあった。この姿勢は，アルフォンソll世の改革路
線に忠実に則ってアユンタミエント体捌を堅持するものであり，この点において，カスFロ伯の『仲
裁判決』は，1345年の『改革勅令』によって法的根拠を与えられたブルゴス少数支配者縢の政治的
権力を単に制度的に確認したものに過ぎないのである13｝。
　カストロ伯の『仲裁判決』が直強した現実は厳しいものであった。ブルゴス市の上級官職者ひい
ては少数支配者層の甫政における勢威は止まるところを知らず，『仲裁半鉄』の金蚕板とも言うべ
き《教区による2名の候補老の選出，アユンタミエントによるその内の1名の任命》という妥協的
原醐は問もなく彼らの手で形骸化されたのである。その具体例を4教区フィエル職城代職マヨ
ルドモ職に見ることができる。
　4教区フィrcルに関しては，『仲裁判決』が出された5年後の1431年にはもう既にアルカルデ，
メリーノとレヒドールの中からくじ引で選出，任命されるようになっていた14）。また，城代職も『仲
裁判決』で定められた任命方法と任期に関する規定が遵守されず，1450年頃からカルタヘナ家やフ
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リアス家といったブルゴス市の有力平民騎士家系の乎中に落ちていっだ5｝。マヨルドモ職に関して
も，『仲裁判決毒で上級官職巻の兼職は禁じられていたが，マヨルドモ職の性格上，《善良で富裕な
人物》という就任条件が付加されたことにより，事実上一般市民の乎から離れて上級官職者の一族，
すなわち経済的基盤を有する少数支配者屡の季に委ねられることとなった16）。このようにして，上
級官職者はブルゴス市政において比較的重要な官職を手中にしていったのである。
　＝ルテス派遣プロクラドール職も上級官職者による官職独占行為の鰐象となった。この宮職の任
命に関しては，アルフォンソll世の『改革勅令』の中でアユンタミエントが『市会から任命する匪
ものと記されていたが17），『仲裁判決』では薪たに『教区のオンブレス・ブエノスと問様に上級官
職者から』の選出も可能であると明記され！8），上級欝職者のコルテス派遣プロクラドール職就任の
合法性が確認されている。そして，実際にも，『改革勅令』当初から教区の一般甫民が同職に任命
されることは稀であった。
　例えぽ，圭379年に任命されたコルテス派遣プロクラドーノレは8名で，その内アルカルデ2名，レ
ヒドール1名，宮廷官職老3名，残り2名もブルゴス市の有力家系の出身者であったls）。また，1392
年に任命された4名の内訳はアルカルデ2名，エスクジパーノ・マ翼一ルとレヒドール各1名であ
った20）。これらの事実は，14世紀後半～15世紀前半の王権一＝ルテスー都市の関係を理解するうえ
で重要である。すなわち，コルテス派遣プロクラドールが王権と提携した都市の少数支配者層2η
の出身であり，同時に，アルフォンソ11世によって創設され，歴代国王によって中央集権の道具と
して利用されたアユンタミ＝ントの構成員でもあり得たと齋う事実を考慮すると，彼らがコルテス
の議場において王権の意のままになったと考えることはそう無理なことではない。なぜなら，冨ル
テス派遣プロクラドールは都市全体の利害の代表者ではなく，少数支配者層の潤審の代表者であっ
たからである。15世紀の＝ルテスの衰返はまさにこのような状況の中で生じたのであった22）。
＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊
　本稿e＃　，14，焉世紀のブルゴス市少数支配者層に関する研究の一環として，アルフォンソll世の
『改革勅令』とカストロ伯の『仲裁判灘を中心史料として，ブルゴス市の宮職機構と少数支配者
屡による都市官職の独占をテーマに論を進めてきた。
　この聴期に都箔官職の支配に成功し，ブルゴス市における政治的覇権を獲得した少数支配老層は，
市政を通して様々な行動をとった。その行動は少なからずブルゴス社会に影響を及ぼすものであっ
た。例えぽ，パルドスが指摘するように，《一一rw消費》にかぶさる間接税（パッラ税，ボルタスゴ
税やシサ税）の重視といった少数支配者層による財政制度の操作は，担税者の経済的負担となっ
た23もまた，カサードが指摘している少数支配者矯による地所の購入24）は，少数支配者層の封建社
会内部での役割に関わる問題である。そのうえ，ブルゴス市会の行使する領主的支配権を通して彼
らが維持していた市の所領は，ブルゴス商人の収入源とも言える羊毛商業にとって重要な地域に広
がっていたと言う事実は，市の所領の維持と少数支配潜屡の商業的利益が一体化していたことを示
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している25）。これは，ブルゴス斎の都市と農村の問題を内包するものである。
　　このような少数支配者屠による権力の行使形態の分析は，中世後期のブルゴス市の研究の重要な
テーマの1つであり，市政体の財政機能，商業活動の発展と商業資本，都市への食糧供給と甫場統
制，集団的裁凋権領主としての都市の機能等の諸問題と絡み合わせて総合的に研究されなけれぽな
らない。
（注）
　1
　2
A3
A4
A5
A6
7
）
8
）
9
）
10）
『判決第8』“＿en　rraz◎n　de星o　que　dizen　ios　dichos　ho曲res　buenos　que　1◎s　reg呈dores　hordenan　algunas
cosas　syR　e玉numero　de　los　regidores　e　o薮9三ales　que　se　c◎ntieRe　por　la　hor（lenanga　de至（薮cho　sennor　rey，．．，
罫a盤oque　se　deben　guardar　en　lo　quentenido　en三a　d三cha　hordenanga　e　que　no　se　faga　cosa　alguna　sy　el　dicho
猟mero　de戯giales，．。，”定足数に関しては，本稿eg　1章，漉8）参照。
『判決第17』“．．．en　rrazon　de韮os　mres．　de　lo　prop呈os　que　dizeR　los　dichos　omes　buenos　que　fueron
malgastados　por至os　dich◎s　ofigiales，　e　por　quanto　al　presente　yo　no互o　podria　determinar　syn　aver　e蕪ello
alguna　ynformagion，　rregibolo　en　mi　para　lo　pronung呈ar　eR　el　tiempo　del　a圭argamiento　e　Pyorrogagion　de三
dicho　cor臓pro謡so；．．！’
窪半冒決第18』　‘‘．◆．por（luaロto　por　parte　de　Ios　dichos　onbres　buen◎s　se　dize　que　estaR　muchas　cosas　e簸ajenadas
de　Ios　propios　del　coRgejo　de　la　dicka　giudad，　mando　que．。．se　ynforme　e　sepan玉uego　Ia　verda（董，　quales　son　e
quieR　las　tiene，　y　pongan　Iuego　en　execugioR　de三as　demaRdar，　e　fagaR短e畠o　todo　su　poderlo　por畦ue　sean
traidas　e　encorporadas　con　los茎）ropios　de圭dicho　congejo．”
『半莚決第19』　“．．．a重o　que　dizen　por　parte　de　los　buenos　omes　de正a　dicha　gibdad　que　syenpre　fue　en　costunbre
e　a　sydo　saluo　de　poco　t圭e搬po　aca　que　se　quebranta・que　l・s　alcalldes　de　la　dicha　giudqd・en　quanto　estubiesen
en　e簸a，　libreban　e　oyan　e　debian玉ibraぎeoyr　pol’sus　personas叢os　pleytos　asi¢ebiles　como　cy隻minales，　e　no　por
ten圭entes　lugares　suyos，　lo　qual《iizen　que　no　guar（至an，　espec圭a玉mente　en　los茎）leyt◎s　geb藍es　en　que　ponen　sus
logarestenientes　para　que　libreR，　estando　ellos　eR　la　giudad＿” 　カストP伯は，不在の場舎や国王の許可の
　　　　コ　　　　　な
ある場合，病気の場合を除いてアルカルデは代理人を起周できないとした。
『半理決第20』　‘‘．．．dize　que　por　parte　de　Ios　d韮chos　buenos　omes　que　los　a圭ca茎1（至es　ponen　por　l◎s　sus　logareste－
nieRtes　eR　los　ofigios　algunas　personas　de　1◎s　escribaRos　del　numero　de　la（ltcha　gibdad　los　quales　en　su　juyzio
de　la　dicha　gibdad，　asy　por　estar　e蕪os　ocupados　en　los（圭ickos　o最9ios　e　no至os　poder　aver　I）or豆as　cosas（｝ue　son
nesgesaryas　como　por　otras　razones　que　en　esta　razon　dixeron＿”カストロ伯は，一般公証人が通常の機
能を果たすべく，アルカルデが彼らを代理人にすること禁止するよう命じている。
『半響決第21爵　‘‘，＿a董o（lue　dizen　que　Ios　alca茎1（圭es　de　la　dicha　giudad，　que　aunque　estafi　en　Ia　giudad　no　entran
au（liengia　de　cargel　Ios　dichos　dias　que　estan　asignados　por韮a　dicha　hordeRanga，　de　lo（lual　recrege　gran（至
dampno　de　Iosξechos　crlminales，．，。”カストロ伯はアルカルデに対して『改革勅令』の遵守を命じてい
る。
本稿第2章，注8）参照。
本稿第2章，注7）参照。
『半莚決第5』　‘‘．．．asy　poyque　ei　tal　vegino　Bo　se　atreua　a　tomar　Ios　rnres．　del　dicho　congejo，　como　se　podria
atreuer　alguno　que　Io　tobiese　de｝os　aicalldes　e　regidores　e　escriuano，　como　P◎r　quanto　al　tal　sera磁as　ayfia
tomado　cueRta　por　los　dicltos　alcalldes　e　regidores　e　alcal茎des　e　merino　e　escriuano　sy　fuese　mayordomo，　o　por－
que　sy　algunos　mres．　en　el　tal　mayordomo　quedaren夢o益rian　ser　mas　ayna　cob罫ados　e　apぎenほiados　por　l◎s
d圭chos　o最giales　que峯o　pa畠ue　que　Bo　sy罫uese　al菖uno　de　ellos．　．．，，
『率i］決第9』　“。．．a茎o　que　Ios　dichos　buenos　o！nes　demandan　que　les　sean　da（韮os　jura（圭◎s＿．”
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ll）　『辛週決第3』　‘‘。．．P◎r　quanto　antyguamente　an　ac◎stunbrado　1◎s　dichos　alcalldes　e　regidores　de　httsar（圭e　los
　　　d重chos　ofigios　de　alcal墨dSas　por　persoRas（蓬e　entre　eilos．＿mando（茎ue　Ios　tengaR　e　ios　den　a畦uien　adelante，
　　　seg“nd　e　por董a　forma　que　fasta　aqui至o　aR　husa（圭o　e　acostunbrado　de　ios　tener　e（圭ar．”
12）『判決第4』“＿mando　que　los　dichos　feg滋ores，　e　a至cal圭des，　e　merino　con　e茎escriuaRo　mayor　de　cada　un
　　　anBo　a　una　buen　persona，　que　sea§e董，　que至o（el　sel至o（至e　la　gibda（圭）£enga，　e　que　lo　escojan　e　puedan　escojer
　　　los　dich◎s　ofigia韮es　de　e滋re　sy孤esmos，　espegialmente　de　entre　los　regidores，　que星o　den　de　cada　un
　　　　　　　　　　　，，
　　　aR！蒙0；…
王3）3．A．　Bonachfa，“AlguRas　cuestioRes　en　torno　al　estud三〇　de　ia　sociedad　bajomedieval　burgalesa”，La　ciudad
de　Bttrgos．　Actas　dei　Congreso　de　Historia　de　Burg◎s，を985，　Le6“，　P．73．
14）A．M．B．，L。　de　A．　de　1431，F．　l　l　O，　clt．　por∫．　A．　Benachia，　Ei　co　zicejo　de　Burgos．．．，p．100．
15）1450年頃にはブルゴス市の有力平民騎士家系の1つであるカルタヘナ蒙がララ城代職を独占するに至って
　　　いた。また，ムニョー城代職はフェルナド・ペレス・デ・ブルゴス（ブルゴス家）やフワン・デ・フリア
　　　ス（プリアス家）を経てサンチョ・デ・ロハス家の占めるところとなった。」．A．　Bonachia，　El　set70n’o　de
　　　β班go∫＿，p．81を参照。
16）
17）
18）
19）
20）
21）
22）
23）
24）
25）
本稿第2章，マヨルドモの項を参照。
本稿第1章，　注19）　参，照、。
本稿第2章，注8）参照。
S．A．　BORachia，　Et　conceJ’o　de　Burgos．．．，P．113．
3。Valde6n　Baru嵯ue，“Las　C◎rtes　Castellanas　eR　e圭siglo　X至V”，　A　nuario　de　Estudios　Medievales，7，
Barcel◎na，1970－7王，p．638．
ブルゴス帯の少数支配港磨と王権の提携に関しては，拙稿，ぱブルゴス毒寡頭支配考贋の成立と王権港，
pp．57－84を参照。
パルデオンは，＝ルテスはフワン2盤（1406－1454）の統治期には既に前琶紀の力を失い，都市特罰訟金
の単なる徴収の場と化したとさえ言う。J．　Valde6n　Baruque，“Las　Cortes　de　Cas£i至1a　y　las　luchas　pol｛ticas
ごe至siglo　XV（1419－1430）”，．Anuario　de　Estudios　Medievales，3，　Baycelona，1959．　p．298．また，彼は近年，
短霞紀後半～15徴紀初頭に至る期間のコルテスの内部的変化を，カスティーリヤ王園の政治，鮭会，経
済面から説萌しょうと試みている。3．Valde6n，“Las　Cortes　de　Castilia　y　Le6n　en　tiempos　de　Pedro　1　y　de
星os　primeros　Trastamaras（135G～14e6）”，　Las　Cortes　de（）astilla　y　Le（in　en　ia　ffdad　Medla，1，　Val圭ad◎li（至，
1988，pp．183－217．都市内部の社会的変化とコルテスとの関連については，　J．　Maτia　Minguez，“La
transformaci6n　s◎cial　de至as　cludades　y　Ias　Cortes　de　Cast圭i茎a　y　Le6n”，　Las（）artes　de　Cast∫〃αン　Le6n　en　la
Edad　Media，琵，　pp．13－43を参照。
J．A．　Pardos，“La　renta　de‘Aicabala　vleja，　Portazgo　y　Barra。．2del　Concejo　de　Burgos　durante　el　sig圭o　XV
（1429－1503）t’en　Mistor乏αde　la　HacieRda　ffspafiota〈Epocαs　antigua　y　medievaO，　Madrid，1982，1｝P．674－676．
H．Casa（至o，“La　propiedad　rural　de韮a　oligarquia　burgalesa　en　el　sig重o　XV”，La　ciudad　hispa’nica　durante　los
siglos　Xlll　ai　XVI，1，　Madri（至，　1985，　pp。581－596．
3．A．30nachia，“Algunas　cuestiones　en　tomo＿”，　pp．75－76。
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